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生命資源研究・支援センター 生殖工学共同研究分野

効率的なマウスバンクシステムの確立を目的とした生殖工学技術の開発および利用

研究内容

【マウスバンクシステムを支える生殖工学技術】【マウスバンクシステムを支える生殖工学技術】

　マウスバンクとは、遺伝子改変マウスの収集・保管・供給を行うことにより、研究者が研究資源を効率的に利用できる体制を提供す

る研究支援機関である。マウスバンクでは、大量の遺伝子改変マウスを効率的に保管するために、マウスの胚や精子を液体窒素中で凍

結保存している。さらに、これらの凍結胚や精子から個体を作製するために、体外受精や胚移植などの生殖工学技術が利用されてい

る。当研究室は、日本における主要なマウスバンクとしての役割を果たしている。また、マウスバンクシステムの効率化を目指して、

様々な生殖工学技術を開発している。

【研究内容】

1. 簡易ガラス化法を利用したマウス胚・卵子の凍結保存

2. マウス精子凍結保存法

3. 高い受精率が得られる精子前培養法および体外受精法

4. 経卵管壁卵管内胚移植法

5. マウス胚・精子の冷蔵保存および輸送法

生殖工学技術を用いたマウスバンクシステム

 

【高い受精率が得られるマウス精子凍結保存・体外受精システム】【高い受精率が得られるマウス精子凍結保存・体外受精システム】

　当研究室では、マウスの凍結/融解精子を用いた体外受精において、安定して高い受精率が得られる精子凍結保存および体外受精シス

テムを開発した。

　従来法では、遺伝子改変マウスの作製に汎用されているC57BL/6マウスの凍結/融解精子から、受精卵を作製することが困難であっ

た。 C57BL/6マウスの凍結/融解精子における受精能の低下は、凍結精子から個体を作製する効率を著しく低下させるため、技術の改良

が強く求められていた。

　そこで私達は、C57BL/6マウスの凍結/精子における低受精能に対して、精子の凍結保存法、精子前培養法、体外受精法の改良に着手

し、受精率を劇的に改善することに成功した。

【研究成果】

1. L-グルタミンによる凍結保護作用を利用したマウス精子凍結保存液

2. シクロデキストリンによる精子の受精能賦活作用を利用したマウス精子前培養培地

3. グルタチオンによる卵子の受精能改善作用を利用した体外受精培地

 

【マウス生殖工学技術に関する教育訓練および支援】【マウス生殖工学技術に関する教育訓練および支援】

　当研究室では、マウス生殖工学技術のグローバルスタンダード化を目指して、技術研修会の開催、CDおよびオンラインマニュアルの

作成、生殖工学関連製品に対する技術提供を行っている。

【内容】

1. 高度技術研修会

生殖工学に関する講義とマンツーマン形式による実務実習

 

2. CDおよびオンラインマニュアルの作成

1)日本語、英語、中国語、韓国語に対応したCDマニュアル

2)胚・精子の凍結保存法、体外受精法、胚・精子の冷蔵輸送法のマニュアルをオンラインで公開

 

3. 生殖工学関連製品に対する技術提供

1)マウス精子凍結保存液



応用分野等

・実験動物学฀・発生生物学฀・薬学

2)マウス精子前培養培地

3)マウス体外受精培地

アピールポイント

マウスバンクあるいは生殖工学技術を利用することにより、遺伝子改変マウスを用いた研究の迅速化および効率化が可能にな

る。当研究室では、世界一のマウスバンクシステムを構築するために、日々技術開発を行っている。

キーワード

マウスバンク   遺伝子改変マウス   胚・精子凍結保存   胚・精子の冷蔵輸送   体外受精   シクロデキストリン   グルタチオン研究

分野฀生殖工学  

《ご連絡先》　コーディネータ฀ 高見　宏美 TEL฀096-342-3247 FAX:096-342-3247 mail:h-takami@jimu.kumamoto-u.ac.jp
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